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提案募集の概要
提案募集期間 ：令和3年4月26日～6月2日
提案件数 ：物品12件、役務2件、公共工事5件の計19件※

 提案募集に当たっては、令和2年度に引き続き温室効果ガス排出抑制やプ
ラスチックの資源循環及び新型コロナウイルス感染症対策に伴い普及が
進んでいるテレワークやWeb会議等のICT技術による環境対策に特に資
すると考えられる特定調達品目の追加、見直し等について積極的な提案
を求めたところ

※ 分野・品目等については提案者の申告によるものであるため、今後の検討に
より変更があり得る。提案件数であって提案品目数ではない

提案品目及び提案内容に係る検討方針等

各品目の提案内容及び留意点等を踏まえた物品・役務の現段階にお
ける検討の方向性等については後述

必要に応じ、提案者に対する追加資料の提出依頼、ヒアリング等を
行うとともに、提案品目に係る環境負荷低減効果、供給状況等を調
査・確認し、新規追加又は判断の基準等の見直しの検討を実施

1．本年度の提案募集の概要について

提案件数の内訳は資料３別紙１ 、提案内容の概要は資料３別紙２・３を参照
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2．新規追加及び見直し等の提案

分 野 品 目

紙類 コピー用紙、印刷用紙

文具類 透明粘着テープ（事務用、軽包装用）※

オフィス家具等 アクリルパーティション※、パーソナルブース※

制服・作業服等 制服、作業服

ごみ袋等 炭酸カルシウム配合ごみ袋、バイオマス配合ごみ袋（2）

公共工事※ 改良土、パーティション、目地材、建設用鋼材、アスファルト改質剤

役務 有機農産物（役務で使用）※

その他（物品・役務）
荷崩れ防止ベルト※、検食用袋※、オフィス製紙機★、オフィス製紙機
を使用した機密文書処理★

その他（運用の仕組み） バイオマス原料、リサイクル原料等へのマスバランス方式の導入※

 新規追加の提案が13品目（物品・役務8品目、公共工事5品目）、判断の基準等
の見直しに係る提案が8品目

 運用の仕組みに関する提案が1件

注１：※印の品目は新規追加提案品目（公共工事は全品目）及び運用の仕組みの提案
注２：印刷用紙は「塗工されている印刷用紙」及び「塗工されていない印刷用紙」の2品目
注３：★印の「オフィス製紙機」は紙類、「オフィス製紙機を使用した機密文書処理」は役務の機密文書

処理として提案されたが、提案内容を踏まえ、ともに新規追加提案品目として取扱っている
注４：ごみ袋等のうち、バイオマス配合ごみ袋は2件の提案。他の分野・品目は各1件の提案
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（1）新規追加提案品目

① 透明粘着テープ（事務用、軽包装用）【文具類】
バイオマス由来の原料又は再生プラスチックを使用した事務用、軽包装用
の透明粘着テープ。国等の機関における調達実績、環境負荷低減効果、市
場への供給状況等を踏まえ、追加の可否、追加する場合の判断の基準等に
ついて検討を実施してはどうか

② アクリルパーティション（飛沫防止）【オフィス家具等】
再生アクリル樹脂を使用した飛沫防止用のパーティション。国等の機関に
おける調達実績、市場への供給状況等を踏まえ、追加の可否、追加する場
合の判断の基準等について検討を実施してはどうか

③ パーソナルブース【オフィス機器等】
吸音効果の高いパーソナルブース（パーティション）。国等の機関におけ
る調達可能性、環境負荷低減効果、市場への供給状況等を踏まえ、追加の
可否等について検討を実施してはどうか

④ 有機農産物【役務】
有機農業により生産された農産物。国等の機関における調達可能性、環境
負荷低減効果、市場への供給状況等を踏まえ、食堂において追加の可否等
について検討を実施してはどうか

3．提案品目・提案内容に係る検討（物品・役務）
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（1）新規追加提案品目

⑤ 荷崩れ防止ベルト【その他】
ストレッチフィルムの代替として繰り返し使用できる荷崩れ防止ベルト。
国等の機関における調達可能性、環境負荷低減効果、市場への供給状況等
を踏まえ、追加の可否等について検討を実施してはどうか

⑥ 検食用袋【その他】
植物由来ポリエチレンを使用した検食用袋。国等の機関における調達可能
性、環境負荷低減効果、市場への供給状況等を踏まえ、追加の可否等につ
いて検討を実施してはどうか

⑦ オフィス製紙機【その他】
オフィス等の使用済コピー用紙から新たな再生コピー用紙を作成する製紙
機。国等の機関における調達可能性、環境負荷低減効果、コスト、市場へ
の供給状況等を踏まえ、追加の可否等について検討を実施してはどうか

⑧ オフィス製紙機を使用した機密文書処理【その他】
上記⑦の製紙機による機密文書処理。国等の機関における調達可能性、環
境負荷低減効果、コスト、市場への供給状況等を踏まえ、追加の可否等に
ついて検討を実施してはどうか

3．提案品目・提案内容に係る検討（物品・役務）
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（2）既存品目に係る提案

① コピー用紙、印刷用紙【紙類】
コピー用紙及び印刷用紙については植林木、国産材チップ、残材等由来の
パルプは森林認証パルプ、間伐材等パルプと同等の評価とすべきとの提案
紙類に係る過年度までの検討結果を参考に、判断の基準等の見直しの必要
性について検討を実施してはどうか

② 制服、作業服【制服・作業服等】
制服及び作業服について「エコマーク認定基準を満たすこと又は同等のも
のであること」を判断の基準として追記すべきとの提案
他の品目におけるタイプⅠ環境ラベルの活用に係る検討と併せて、導入の
可否等について判断してはどうか

③ 炭酸カルシウム配合ごみ袋、バイオマス配合ごみ袋【ごみ袋等】
炭酸カルシウムを配合したポリエチレン製のごみ袋を新たに対象とすべき
との提案
バイオマス（余剰米、非食用穀物等）を混練したプラスチック製のごみ袋
を新たに対象とすべきとの提案
現行の判断の基準（植物由来プラスチック25%以上又は再生プラスチック
40%以上）を満たす製品との環境負荷低減効果の比較、市場への供給状況
等を踏まえ、対象への追加の可否等を検討してはどうか

3．提案品目・提案内容に係る検討（物品・役務）
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（3）運用の仕組みに係る提案

 バイオマス原料、リサイクル原料等へのマスバランス⽅式の導⼊
バイオマスプラスチックや再生プラスチック等についてマスバランス方式
を導入してはどうかとの提案
グリーン購入法においては既に紙類では森林認証材、間伐材等についてク
レジット方式を導入しているところ。提案を踏まえ、主にプラスチックを
原料とする品目に対してマスバランス方式を導入する場合の具体的要件、
運用の方法等に関する検討を実施し、導入の可否等を判断してはどうか
バイオプラスチックの導入に向けた環境側面からの要件等の検討と併せて
実施してはどうか

3．提案品目・提案内容に係る検討（物品・役務）


